
国
会
事
項

平成™š年š月˜—日 木曜日 第œœ˜™号官 報
光

度

実
効
光
度
五
四
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

四
・
五
海
里

明

弧

三
〇
〇
度
か
ら
一
二
〇
度

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
五
メ
ー

ト
ル

点
灯
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
六
日

記

事

愛
媛
県
管
理

名

称

生
名
橋
橋
梁
灯
（
Ｐ
二
灯
）

位

置

所

在

地

生
名
橋
橋
梁
灯
（
Ｌ
二
灯
）
の
西
北

西
方
約
一
一
〇
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四
e

一
五
e

二
九

東

経

一
三
三
e

一
一
e

一
〇

灯

質

単
閃
黄
光

毎
四
秒
に
一
閃
光

光

度

実
効
光
度
五
四
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

四
・
五
海
里

明

弧

一
二
〇
度
か
ら
三
〇
〇
度

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
五
メ
ー

ト
ル

点
灯
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
六
日

記

事

愛
媛
県
管
理

名

称

生
名
橋
橋
梁
灯
（
Ｐ
三
灯
）

位

置

所

在

地

生
名
橋
橋
梁
灯
（
Ｌ
一
灯
）
の
東
南

東
方
約
二
一
〇
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四
e

一
五
e

二
四

東

経

一
三
三
e

一
一
e

二
〇

灯

質

単
閃
黄
光

毎
四
秒
に
一
閃
光

光

度

実
効
光
度
五
四
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

四
・
五
海
里

明

弧

三
〇
〇
度
か
ら
一
二
〇
度

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
五
メ
ー

ト
ル

点
灯
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
六
日

記

事

愛
媛
県
管
理

名

称

生
名
橋
橋
梁
灯
（
Ｐ
四
灯
）

位

置

所

在

地

生
名
橋
橋
梁
灯
（
Ｌ
二
灯
）
の
東
南

東
方
約
二
一
〇
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四
e

一
五
e

二
四

東

経

一
三
三
e

一
一
e

二
一

灯

質

単
閃
黄
光

毎
四
秒
に
一
閃
光

光

度

実
効
光
度
五
四
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

四
・
五
海
里

明

弧

一
二
〇
度
か
ら
三
〇
〇
度

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
五
メ
ー

ト
ル

点
灯
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
六
日

記

事

愛
媛
県
管
理

名

称

生
名
橋
橋
梁
標
（
Ｌ
一
標
）

位

置

所

在

地

愛
媛
県
越
智
郡
上
島
町
（
生
名
橋
南

側
面
左
側
端
）

北

緯

三
四
e

一
五
e

二
七

東

経

一
三
三
e

一
一
e

一
三

塗
色
及
び
構
造

緑
色

正
方
形

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
構
造
物
の
中
心
ま

で
二
七
メ
ー
ト
ル

設
置
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
六
日

記

事

愛
媛
県
管
理

名

称

生
名
橋
橋
梁
標
（
Ｒ
一
標
）

位

置

所

在

地

生
名
橋
橋
梁
標
（
Ｌ
一
標
）
の
東
南

東
方
約
一
一
〇
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四
e

一
五
e

二
五

東

経

一
三
三
e

一
一
e

一
七

塗
色
及
び
構
造

赤
色

正
三
角
形

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
構
造
物
の
中
心
ま

で
二
七
メ
ー
ト
ル

設
置
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
六
日

記

事

愛
媛
県
管
理

名

称

生
名
橋
橋
梁
標
（
Ｌ
二
標
）

位

置

所

在

地

愛
媛
県
越
智
郡
上
島
町
（
生
名
橋
北

側
面
左
側
端
）

北

緯

三
四
e

一
五
e

二
七

東

経

一
三
三
e

一
一
e

一
三

塗
色
及
び
構
造

緑
色

正
方
形

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
構
造
物
の
中
心
ま

で
二
七
メ
ー
ト
ル

設
置
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
六
日

記

事

愛
媛
県
管
理

名

称

生
名
橋
橋
梁
標
（
Ｒ
二
標
）

位

置

所

在

地

生
名
橋
橋
梁
標
（
Ｌ
二
標
）
の
東
南

東
方
約
一
一
〇
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四
e

一
五
e

二
六

東

経

一
三
三
e

一
一
e

一
七

塗
色
及
び
構
造

赤
色

正
三
角
形

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
構
造
物
の
中
心
ま

で
二
七
メ
ー
ト
ル

設
置
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
六
日

記

事

愛
媛
県
管
理

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
六
十
九
号

航
路
標
識
の
位
置
の
変
更
に
つ
い
て
、航
路
標
識
法（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

名

称

清
水
港
新
興
津
防
波
堤
北
仮
設
灯
台

位

置

所

在

地

静
岡
県
清
水
港
（
新
興
津
防
波
堤
北

端
）

北

緯

三
五
e

〇
二
e

二
八

東

経

一
三
八
e

三
一
e

三
九

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

静
岡
県
清
水
港
（
新
興
津
防
波
堤
北

端
）

北

緯

三
五
e

〇
二
e

二
九

東

経

一
三
八
e

三
一
e

四
一

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
九
日

衆

議

院

議
案
提
出

三
月
八
日
内
閣
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の

協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
中
華
人
民
共
和

国
香
港
特
別
行
政
区
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
王
国
政
府
と
の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
の
件

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
情
報
の
交
換
及
び
個
人
の
所
得

に
つ
い
て
の
課
税
権
の
配
分
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

ケ
イ
マ
ン
諸
島
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
の
件

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
情
報
の
交
換
及
び
個
人
の
所
得

に
つ
い
て
の
課
税
権
の
配
分
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

バ
ハ
マ
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
の
件

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
友
好
協
力
条
約
を
改
正
す
る
第

三
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

千
九
百
九
十
四
年
の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協

定
の
譲
許
表
第
三
十
八
表
（
日
本
国
の
譲
許
表
）
の
修

正
及
び
訂
正
に
関
す
る
二
千
九
年
六
月
十
五
日
に
作
成

さ
れ
た
確
認
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

理
事
会
の
改
革
に
関
す
る
国
際
通
貨
基
金
協
定
の
改
正

の
受
諾
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
の
債
務
等
の
処
理
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

交
通
基
本
法
案

質
問
書
提
出

三
月
八
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
係

る
政
府
に
よ
る
国
民
へ
の
説
明
等
に
関
す
る
第
三
回
質

問
主
意
書
（
浅
野
貴
博
提
出
）

「
ふ
る
い
下
米
」
販
売
に
対
す
る
日
本
農
林
規
格
法
の

表
示
義
務
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
木
村
太
郎
提
出
）

答
弁
書
受
領

三
月
八
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
提
出
本
年
二
月
七
日
の
「
北
方

領
土
の
日
」
に
お
け
る
菅

人
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言

に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
急
増
す
る
準
要
保
護
児
童

生
徒
就
学
援
助
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
提
出
公
共
交
通
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
の
導
入
促
進
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
服
部
良
一
提
出
使
用
済
核
燃
料
の
処
理
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
後
継
者
不
足
に
よ
る
社
長

交
代
率
の
低
迷
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
馳
浩
提
出
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
案
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
馳
浩
提
出
国
技
と
し
て
の
大
相
撲
の
あ
り

方
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
馳
浩
提
出
北
陸
新
幹
線
の
早
期
の
整
備
着

工
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
中
川
秀

提
出
前
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
長
官
の
再
就
職
問
題
に
関
す
る
再
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
提
出
北
方
領
土
を
含
む
日
ロ
隣

接
地
域
に
お
け
る
生
態
系
の
保
全
等
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

報
告
書
受
領

三
月
八
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
第
三
・
四
半
期
に
お
け
る
予
算
使
用

の
状
況

平
成
二
十
二
年
度
第
三
・
四
半
期
に
お
け
る
国
庫
の
状

況
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